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1900 肺炎及び気管支炎 全結核 脳血管疾患
1910 肺炎及び気管支炎 全結核 胃腸炎
1920 肺炎及び気管支炎 胃腸炎 全結核
1930 胃腸炎 肺炎及び気管支炎 全結核
1940 全結核 肺炎及び気管支炎 脳血管疾患
1950 全結核 脳血管疾患 肺炎及び気管支炎
1960 脳血管疾患 悪性新生物 心疾患
1970 脳血管疾患 悪性新生物 心疾患
1980 脳血管疾患 悪性新生物 心疾患
1990 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患
2000 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第３章 道徳 第２ 内容
３ 主として自然や崇高なものとのかかわり
に関すること。
 自然を愛し、美しいものに感動する豊
かな心をもち、人間の力を超えたものに
対する畏敬の念を深めるようにする。
 生命の尊さを理解し、かけがえのない
自他の生命を尊重するようにする。
 人間には弱さや醜さもあるが、それを
克服する強さや気高さがあることを信じ
て、人間として生きることに喜びを見い
だすように努める。
10）『中学校学習指導要領（平成10年12月）解
説―道徳編―』文部省、1998年。
11）山本佳代子、前掲「教育現場における生と
死」82-85頁。
12）山本佳代子、同上、85－88頁。
13）山本佳代子、同上、87頁。
14）近藤卓編著『いのちの教育の理論と実践』
金子書房、2007年、８－９頁。
15）近藤、同上、21－22頁。
16）近藤卓「いのちの教育概説」（『現代のエ
スプリ499号』至文堂、2009年２月）10－11
頁。
17）山本佳代子、前掲「教育現場における生と
死」87－88頁。
また、こうした「答えの出ない問い」につ
いて、「子どもの世界」なりの回答を用意し
ているようにも思われる。たとえば、「学校
の怪談」といわれる出来事などである。その
背景については、中村希明『怪談の心理学』
講談社現代新書、1994年参照。
18）ジャンケレヴィッチ、原章二訳『死とはな
にか』青弓社、1995年、13－15頁。
19）山本史華『無私と人称』東北大学出版会、
2006年、229頁。
20）山本史華、同上、231頁。
21）タルヴィング、太田信夫訳『タルヴィング
の記憶理論―エピソード記憶の要素』教育出
版、1985年、35頁。
22）タルヴィング、同上、ⅲ頁。
23）山本史華、前掲『無私と人称』234頁、傍
点原文ママ。
24）和辻哲郎『人間の学としての倫理学』岩波
書店、1934年、10―23頁参照。和辻はその根
拠として、「人間」の語が伝統的に「人の世」
として用いられてきたことを挙げている（同
上、18頁）。
25）『哲学・思想辞典』岩波書店、1998年、「人
称」の項参照。
26）鈴木孝夫『ことばと文化』岩波新書、1973
年、140－145頁。
27）Ｓ.Ｊ.ブレイクモア・Ｕ.フリス、乾敏郎・
山下博志・吉田千里訳『脳の学習力』岩波書
店、207年、224頁。
28）近藤、前掲『いのちの教育の理論と実践』
17－22頁。
29）その背景については、中村希明『怪談の心
理学』講談社現代新書、1994年参照。
30）近藤、前掲『いのちの教育の理論と実践』
８－９頁、21－22頁。
31）近藤、前掲『いのちの教育の理論と実践』
12－13頁。
32）弓山達也「宗教社会学から見たいのちの教
育」（近藤卓編『現代のエスプリ499号―いの
ちの教育の考え方と実際』2009年２月号、163
頁）。
33）弓山、同上、163－165頁。
34）弓山は、具体的提案として、①制度作りと
②人作りを挙げている。前者―制度作りに関
しては、NPO法人や地域の社会教育施設を
仲介とした平和教育･地域教育としての宗教
的体験･実践を、後者―人づくりに関しては、
スピリチュアルケアワーカーの実践の援用を
挙げている（弓山、同上、164－165頁）。
35）「景徳伝灯録」巻七、T51、0254c～255a。
原文は以下のとおり。
―26―
夾山与定山同行言話次、定山云「生死中無
仏、即非生死」。夾山云、「生死中有仏、即不
迷生死」。二人上山参礼、夾山便挙問師、「未
審二人見処那箇較親」。師云、「一親一疎」。
夾山云、「那箇親」。師云、「且去明日来」。夾
山明日再上問師。師云、「親者不問。問者不
親」。夾山住後自云、「当時失一隻眼」。（句読
点、かぎ括弧は引用者補足）
（夾山と定山と同行する言話の次でに、定山
云く、「生死の中の仏無ければ即ち生死に非
ず。」夾山云く、「生死の中に仏有れば即ち生
死に迷はず。」二人、上山参礼して、夾山、
便ち挙して師に問ふ。「未だ審ならざる二人
の見處、那箇か親を較べん。」師云く、「一親
一疎。」夾山云く、「那箇か親なる。」師云く、
「且らく去りて明日来るべし。」 夾山明日再
び上りて師に問ふ。師云く、「親しき者は問
はず。問ふ者は親しからず。」夾山住後自ら
云く、「当時一隻眼を失せり。」〔引用者書き
下し〕）
36）道元は『正法眼蔵』「生死」巻でこの問答
を「生死の中に仏あれば生死なし」、「生死の
中に仏なければ生死にまどわず」としてあげ、
これを重要視している。また同書「密語」巻
で「いはゆる密は、親密の道理なり。…中略…
密行は自他の所知にあらず。密我ひとり能知
す」としている。
37）近藤「わが国におけるいのちの教育」（前
掲『現代のエスプリ499号』）47－48頁。
38）岩田文昭「教員養成の観点から見たいのち
の教育」（同上『現代のエスプリ499号』）167－
169頁。
39）細谷恒夫『教育の哲学』創文社、1962年、
232頁。
40）細谷、同上書、220－225頁。
41）岩田文昭「いのちの教育の原理と課題 序
説」『大阪教育大学紀要 第Ⅳ部門』第51巻
第１号、2002年、47頁
42）岩田、前掲「教員養成の観点から見たいの
ちの教育」170頁。
43）ボルノー、浜田正秀訳『人間学的に見た教
育学』玉川出版部、1983年、81頁。
44）ボルノー、同上、83－84頁。
45）矢野智司「悪―悪の体験と自己変容」（田
中智志・今井康雄編『キーワード 現代の教
育学』東京大学出版会、2009年）170頁。
46）蜂屋慶「教育と超越」（蜂屋慶編『教育と
超越』玉川大学出版部、1985年、９－42頁。
―27―
